
後援（予定）

ランチョンセミナー開催！
昼食を召し上がりながら、
セミナーの聴講ができます。

＆ 「東京ケアリーダーズ」任命式

都内の高齢者福祉施設や介護
事業所の職員が、日頃の実践・
研究を発表する大会です。

　口演発表70題
ポスター発表10題



第11回 高齢者福祉実践・研究大会
「アクティブ福祉 in 東京’16」

　東京都内の高齢者福祉施設等の職員が、日頃の介護現場での取組みや実践、施設全体での研究や個人・
グループによる研究など、施設での様々な取組みを発表する大会です。（学会形式）

日　　程　　平成28年９月30日（火）　９:20～17:00（受付は8:15～）
会　　場　　京王プラザホテル
　　　　　　東京都新宿区西新宿2-2-1　TEL.03-3344-0111【会場案内図参照】

対　　象　　①東京都高齢者福祉施設協議会　会員事業所の職員
　　　　　　②東京都介護保険居宅事業者連絡会　会員事業所の職員
　　　　　　③高齢者福祉の仕事に関心のある学生
　　　　　　④都内高齢者福祉施設等の利用者、家族、ボランティア　など

参 加 費　　　【一般】１人 ６,０００円
　　　　　　【学生】１人 １,０００円　（要 学生証持参）
　　　　　　＊学生の付添教員は、学生とまとめての申込の場合、１人 1,000円
　　　　　　＊口演発表者・ポスター発表者の施設・事業所からの申込の場合、１名様に限り
　　　　　　　参加費を3,000円割引します。

9：20

14：50

15：30

17：00

大会スケジュール
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●昼食用弁当のご用意はありません。昼食は各自でお取りください。

〈開会〉
【口演発表】　70題　
　（４階・５階　第１会場～第８会場）
　パワーポイントを使用して１５分間で発表します
【ポスター発表】　10題
　（５階　第９会場）
　ポスターを使用して７分間で発表します
【講演】12：50～13：30　
　 ４階　第１・２・３・５会場　
　 ５階　第７・８会場
　各会場のテーマに沿った内容で、短時間の講演会
　を開催します

【トークセッション】　
　（５階「コンコードボールルームＡ・Ｂ」）　
　町亞聖さん × 東京ケアリーダーズ　
　～チームケアで感じた家族・介護職の底力～
【アクティブ福祉 in 東京実行委員長賞 発表・表彰式】　
〈終了〉

11：25～12：45
【ランチョンセミナー】　p.5参照　
（42階「高尾」・43階「スター
　ライト」）
昼食を召し上がりながら、セミ
ナーを聴講いただけます
 要申込・先着順（各部屋80名） 

9：20～15：30
【福祉機器等展示コーナー】
（各会場前　ホワイエ）
福祉機器・食品等の企業担当者
より直接説明を聞くことができ
ます

（ ）
※ランチョンセミナーのみの申込は
　できません



　　平成28年8月31日（水）までに、下記ウェブサイトから申込ください。
　＊別紙「参加申込書」による申込も受け付ます。必要事項を記入し、FAXにて申込ください。

　　

　※施設、事業所単位でまとめて申込ください。（参加券等を一括して送付いたします。）
　※学校単位（クラス単位等）でまとめて申込の場合、付き添い教員の方の参加費は1人１,０００円です。
　※申込みの際、ウェブの確認画面を各自で必ず保存・印刷してください。ＦＡＸ申込の場合は、「参加申込書」の控え（写）を
　　保管してください。

　

　　申込後、以下の口座へ９月６日（火）までに参加費をお振込ください。
　　（請求書及び振込用紙は送付いたしません。）

　※申込時にご記入いただいたご所属がわかるようにお振込みください。
　※振込手数料は、申込者様でご負担ください。
　※領収書はお振込の控え等をもって代えさせていただきます。
　※お振込いただいた参加費は、返金いたしません。

　　参加費のお振込みが確認でき次第、9月10日頃までに「参加券（資料引換券）」を発送いたします。
　　締切後に申込の場合等、９月24日頃までに参加券等が届かない際は、大会当日に「当日受付」まで
　　お越しください。

〔変更・キャンセルについて〕
　参加申込後の変更・キャンセルの際は、保存・印刷したウェブ確認画面または、参加申込書に上書きしたものを下記まで　
　FAXでお送りください。 電話での変更・キャンセルはお受けいたしません。
　※キャンセルの際は、必ず９月23日までに下記までご連絡ください。（期間以降のキャンセルの場合、参加費は全額ご
　　負担いただきます。）

　　変更・キャンセル連絡先　　　株式会社アイフィス　アクティブ福祉in東京’16係
　　　　　　　　　　　　　　　　TEL.03-5395-1202　FAX.03-5395-1206
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参 加 申 込
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東京都社会福祉協議会 東京都高齢者福祉施設協議会 ウェブサイト
「アクティブ福祉 in東京」

https://www.tcsw.tvac.or.jp/bukai/kourei/taikai/activeNo11.html

東京信用金庫　江戸川橋支店　
普通　口座番号 ４００２６８６　
口座名義　株式会社アイフィス

「アクティブ福祉 16」で検索！



【講　演】

対人援助職に必要な
ストレスマネジメント

（仮題）
 
 
 
 
 
 

【講　演】

看取り期における
食事支援
（仮題）
 
 
 
 
 
 

所属（種別）・氏名 主　題 所属（種別）・氏名 主　題 所属（種別）・氏名 主　題 所属（種別）・氏名 主　題 所属（種別）・氏名 主　題

第１会場／花A 第2会場／花B 第3会場／花C 第4会場／花D 第5会場／錦
医療・看取りケア・
食事・栄養・口腔ケア　 認知症ケア 人材育成① 東京都介護保険

居宅事業者連絡会 人材育成②

＜　オリエンテーション　＞

＜　休　憩　＞

テーマ

9：10

①  　9：20

②  　9：40

③　10：00

10：15

④　10：25

⑤　10：45

⑥　11：05

11：20

12：50

⑦　13：30

⑧　13：50

14：05

⑨　14：15

⑩　14：35

【講　演】

食べる力を維持する
口腔ケア
（仮題）
 
 
 
 
 
 

【講　演】

認知症状における
薬物療法と非薬物療法

について
（仮題）
 
 
 
 
 
 

歯科医師会及び
他職種と連携し、
５年連続誤嚥性
肺炎ゼロにより
利用率 99％以
上を実現

いずみの苑
（特養）
齋藤　隼人

食形態の工夫で、
食べる楽しみを
引き出したい

富士見台特別養
護老人ホーム
（特養）
谷　朋子

高齢期における
お茶と汁物の適
温の調査と集団
給食の提供方法
について

神明園
（特養）
齋藤　佳子

残食調査から見
た喫食率向上の
為のプロセスと、
改善に関する取
り組み

ケアポート板橋
（特養）
隅田　素子

メッセージカー
ドを活用したモ
チベーション向
上の効果

特別養護老人
ホーム カメリ
ア　ショートス
テイカメリア
（ショートステイ）
尾田　茜

ご利用者の思い
を汲み取り、限
られた時間の中
で何が出来るか
考える

ゆたか苑
（特養）
杉田　あかね

その人らしい生
活と家族の想い

至誠ホームミン
ナ
（特養）
木下　ちはる

偲ぶ会と家族ア
ンケートからみ
えてきた看取り
介護の課題

葛飾やすらぎの
郷
（特養）
小笠原　麻子

褥瘡の早期治癒
と予防への取り
組み

白十字ホーム
（特養）
綿谷　奈保子

足トラブルを抱
えていることに
関連した ADL
の低下の改善

泰山
（特養）
宇都宮　純

ユニット型介護
老人福祉施設に
おける個別ケア
の継続について

上石神井特別
養護老人ホー
ム
（特養）
小寺　俊司

逆デイを利用し
ての認知症利用
者の変化と効果

第二清風園
（特養）
二瀬　えり
松浦　未来

問題行動のある
入居者に対して
ユニットケア
（個別ケア）を取
り組んだ結果　
【一事例】

大洋園
（特養）
森田　朝友美

入浴拒否に対す
る音楽を使用し
た環境作り
【一事例】

特別養護老人
ホームみはま苑
認知症対応型デ
イサービス
（デイ）
中西　さおり

BPSD が著しい
入居者の QOL
向上を目指した
取り組み
【一事例】

上石神井特別養
護老人ホーム
（特養）
國井　紗花

在宅習慣の継続
（夜間入浴）によ
る認知機能の維
持および QOL
の向上に関する
研究

グループホーム
初音の杜
（グループホーム）
金　拓美

認知症を抱えた
入居者の尊厳を
守った排便コン
トロール
【一事例】

上石神井特別養
護老人ホーム
（特養）
伏見　明日香

睡眠センサーを
用いたアセスメ
ントからケアの
有効性を検証

偕楽園ホーム
（特養）
松坂　一穂

入眠時にアロマ
オイルを活用す
ることでの良眠
効果と情緒的変
化についての研
究

第二光陽苑
（特養）
崎浜　海咲

体操による認知
機能と座位姿勢
等の改善の可能
性に対する考察

青陽園
（特養）
内野　一夫
川崎　久枝

センサーの使用
マニュアル導入
における職員の
知識向上と意識
改革

至誠特別養護
老人ホーム
（特養）
小野寺　智恵実
黒木　寛

広報活動の強化
と介護予防によ
る利用率向上へ
の取り組みとそ
の成果について

弘寿園
（養護）
澤登　岳彦

ヒヤリハットと
は、｢気 づ く 力、
それぞれの職員
の視点、強みを
活かす｣こと

ちょうふ花園
（特養）
中村　勇介

食べられる機能
に合った食事が
もたらす効果
【一事例】

上石神井特別養
護老人ホーム
（特養）
宮坂　光

施設利用料の未
収金管理・特養
利用者３名の事
例検討

シャローム東久
留米
（特養）
松田　光一

ショートステイ
利用状況報告書
への取り組みと
家族との信頼関
係の構築

第二青陽園
（ショートステイ）
宮野　まゆみ

ストレングス視
点に基づいたレ
クリエーション
の提供

ファミリーマイ
ホーム
（特養）
松山　泰大
樋口　正人

職員の意欲向上
を第三者評価結
果の分析から客
観的に証明する

多摩済生園
（特養）
田近　和弘
青木　伸一郎

介護業務におけ
る戦略的なシス
テム形成の意義
とその効果

砧ホーム
（特養）
山口　公司

ユニットリー
ダーが事業計画
の発表を行う意
義に関する研究

ハピネスあだち
（特養）
酒井　昌人

他法人協働で目
指す『未来の仲
間』への呼びか
けによる成果に
ついて

栄光の杜
（特養）
夏井　理恵

担当者任せでは
なく人材育成を
目的とする委員
会を活用した新
入職員育成の取
り組みについて

塩船園
（特養）
小梅　到

人材確保・定着に
向けた取り組みの
中でＥＰＡ介護福
祉士の活躍と既存
職員の相乗効果に
ついて

ウエルガーデ
ン伊興園
（特養）
持田勇人
ファトマニタ ロフマダニ

ボランティア・実
習生への年代別ア
プローチとねらい
に基づいた活動の
実践とその成果に
ついて

今井苑
（特養）
西村　拓
馬場　由美子

看取り介護にお
ける職員のモチ
ベーション向上
を引き出す多職
種協働に関する
研究

多摩の里けやき
園
（特養）
浅井　裕貴
鈴木　春奈

特養内における
利用者のケアプ
ラン理解度の把
握と向上を目指
して

至誠特別養護老
人ホーム
（特養）
福嶋　孝子

ユニットケア実
現のため 24 時
間シートを改善
した効果につい
て

弘陽園
（軽費）
吉野　健太郎
大江　祐貴

ユニットケアを
進める為に今で
きる事とは

新町光陽苑
（特養）
照喜名　竜彦

ゆっくりと入浴
するために

鳳仙寮
（特養）
森田　恭平
谷合　昭俊

介護福祉士の専
門性について

東京福祉保育専門学
校　介護福祉士学科
　
金子鈴香・佐
藤匠莞・下浅
理・高橋泉美・
矢野あかり

「階段昇降介助」
における利用者
及び介助者の不
安・負担軽減を
図る

お だ い 介 護
サービス有限
会社
（居宅）
後藤　聡　　　
大辻　史郎

参観型家族会が
家族の負担感と
肯定的認識に及
ぼす効果に関す
る質問紙及び聞
き取り調査

ユアハウス弥生
（居宅）
森近　恵梨子

高齢者の心身状態に合
わせた見守り、金銭管理、
家事代行などの私費
サービスの複合的な導入
による在宅生活継続の可
能性への効果について

やさしい手
おまかせ事業部
（居宅）
清田　美穂

在宅継続の為の IoT
機器による家族代替
的な生活支援サービ
スと疾患管理、在宅
介護の連携成果と今
後に向けて

やさしい手　
住環境事業本部
（居宅）
高橋　寛典

家族・介護・医
療の実効性のあ
る情報共有の手
段について

たゆらか倶楽部
（デイ）
丸山　愛美

小規模多機能型
居宅介護を通じ
ての関わり

サテライト悠杜
（居宅）
石井　沙由子

若手介護職員が
自らの価値観に
従い行動する効
果について

CLUB 
POPCORN
 
木村　謙一

認知症の方の周
辺症状の改善

くらら中村橋
（居宅）
野上　みのぶ

訪問介護事業所
における新入社
員の採用と育成
について

グッドライフケ
ア訪問介護
（居宅）　
小西　倫世

ケアマネジャー
のスキルアップ
過程での課題と
取り組みについ
て

ナイスケア世田
谷介護センター
（居宅）　
水下　明美

＜　休　憩　＞

＜　休　憩　＞　　※ランチョンセミナー11:25 ～ 12:45

※（特養）・・・特別養護老人ホーム、（養護）・・・養護老人ホーム、（軽費）・・・軽費老人ホーム、（デイ）・・・デイサービス、

第11回高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉  in 東京’16」口演発表・ポスター発表スケジュール第11回高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉  in 東京’16」口演発表・ポスター発表スケジュール

3

̶



【講　演】

スピーチロックから
派生するリスク
（仮題）
 
 
 
 
 
 

所属（種別）・氏名 主　題 所属（種別）・氏名 主　題 所属（種別）・氏名 主　題 主　題

第６会場／扇 第７会場／エミネンス 第８会場／コンコードＣ

日常ケアの向上 地域ケア・ソーシャルワークリハビリ・
レクリエーション

＜　オリエンテーション　＞

＜　休　憩　＞

＜　休　憩　＞

＜　休　憩　＞　　※ランチョンセミナー11:25 ～ 12:45

テーマ

9：10

①  　9：20

②  　9：40

③　10：00

10：15

④　10：25

⑤　10：45

⑥　11：05

11：20

12：50

⑦　13：30

⑧　13：50

14：05

⑨　14：15

⑩　14：35

【講　演】

生活リハビリの考え方
（仮題）

【講　演】

生活環境づくりの
工夫とポイント
（仮題）

家族との関わり
を深めるために
「手作り餃子大
会」を行うこと
による影響と効
果に関する研究

深川愛の園
（特養）
久米　靖浩

マッサージ・ボ
ディタッチによ
る信頼関係構築
からの生活環境・
ＡＤＬへの効果
について【一事例】

あすなろ
（特養）
松村　辰也

利用者の日中活
動量を増やすた
めに始めた歩行
練習とその結果

愛全園
（特養）
岡部　尚
内海　宏文

ＡＬＳ（筋萎縮
性側索硬化症）
利用者への対応
と今後の課題

大田区立大森本町
高齢者在宅サービ
スセンター
（デイ）
庭川　みゆき
岸　加奈枝

座位での上肢
ペットボトル運
動による筋力向
上効果・体重コ
ントロール効果
についての考察

第二青陽園
（特養）
水原　拓哉

自立支援について
介護職員の意識改
革と、全ての利用者
の声から発信され
たミニクラブ実施
までの取り組み

板橋区立特別養
護老人ホームみ
どりの苑
（デイ）
徳江久美子

リハビリ参加の
動機付けに着目
し、積極的参加
を促す取り組み

浴風会松風園
（軽費）
狩野　れい子
松任谷　秀樹

フロア環境変化
が利用者に与え
る影響と PEAP
を用いた取り組
み

鳳仙寮
（特養）
清水　直紀

ながら運動と階
段昇降運動の効
果と課題につい
て

デイサービスセン
ター ウエルガー
デン 西が丘園
（デイ）
鷹箸　志乃
金山　光一

認知症のBPSD
緩和の為の、ユ
マニチュードケ
アの取り組み

丘の家清風
（グループホーム）
小松　恵利子
宮野　文香

所属（種別）・氏名

第9会場／コンコードB

ポスター発表

9：10

①  　9：20

②  　9：30

③  　9：40

④  　9：50

⑤　10：00

⑥　10：10

10：20

11：10

12：50

⑦　10：30

⑧　10：40

⑨　10：50

⑩　11：00

看護小規模多機
能型居宅介護
「千石にじの家」
を開設して

千石にじの家
（居宅）
山地　洋輔

管理栄養士が中心
となって取り組ん
だ地域貢献事業
施設の食のノウハ
ウを活かした来食
サービスの展開

台東区立みのわ
高齢者在宅サー
ビスセンター
（デイ）
横田　きよ子

泡と緑茶のスキ
ンケア
高齢者に優しい
皮膚の「清潔」
「保護」「保湿」

南陽園
（特養）
山崎　かおり

口腔ケアの効率
化と標準化を図
るための環境整
備を中心とした
取り組みについ
て

吉祥寺ナーシン
グホーム
（特養）
島村　英

「サービスマナー
研修会リーダー
養成コース」
における研修の
効果に関する調
査について

高齢者福祉施設
におけるサービ
スマナー研修会
調査ＷＴ
　
谿　直樹

介護職育成ツー
ル「セブンス
テッププログラ
ム」を実践報告

みずべの苑デイ
サービスセン
ター
（デイ）
森野　芽衣

地域公益事業を
地域に根付かせ
るための積極的
な広報活動によ
る効果

偕楽園ホーム
（特養）
菰田　大和

食物繊維を使用
して利用者様の
負担を軽減する

藤香苑
（特養）
吉永　恭平
栗原　大樹

地域住民との共
催で得られる認
知症カフェの効
果

はるびの郷・東村
山市東部地域包括
支援センター
（特養・包括）
德山　滋久
小﨑　義和

業務優先順位の
気づきから得た
生活相談員の業
務改善効果

等々力共愛ホー
ムズ
（特養）
三浦　覚

高齢者に対する
スキンケアの取
り組みとその効
果に対する研究

第二南陽園
（特養）
熊本　薫
石川　博明

移動・移乗介助
時にスライディ
ングシート・
ボードの使用が
もたらす効果

第２有隣ホーム
（特養）
佐々木　勇三

リフトを活用し
たノーリフトの
実践

うきま幸朋苑
（特養）
持吉　孝郎

ご利用者の自己
実現に向けてア
プローチしたこ
とによる影響と
効果【一事例】

第三南陽園
（特養）
小山　晃一

介護職の腰痛予
防についての取
り組みとその効
果

聖母ホーム
（特養）
岩井　翔太

初めての導入で
も継続的な運用
につなげる介護
リフトの選定に
関する研究

砧ホーム
（特養）
鈴木　健太

腰痛予防の取り
組みから利用者
の潜在能力を引
き出すことに展
開できた事例

シャローム東久
留米
（特養）
関根　萌

入居者同士のつ
ながりを深めこ
ころに残る誕生
会にするための
取り組みとその
効果について

深川愛の園
（特養）
太田　司

ご利用者との会話の
記録を意識付けるこ
とにより職員がご利
用者とのコミュニ
ケーションを活性化
させる研究

けんちの里
（特養）
村松　淳二
阿部　健

活動・水分量増加、
食物繊維の摂取で生
理的排泄促す排泄支
援によるご利用者及
び職員の変化につい
ての実践研究

山吹の里
（特養）
平田　結基

養護老人ホーム
が地域貢献活動
を通じて生き甲
斐支援と認知度
向上を目指す取
り組みについて

安立園養護老
人ホーム
（養護）
幡野　光希
荒川　俊一

特別養護老人ホー
ムと地域との協働
による身寄りがな
い認知症高齢者の
在宅生活継続支援
の一事例

練馬高松園
（特養）
磯岡　雅人

精神障害者のい
る世帯を地域か
ら追いやらない
ために取り組ん
だこと

西部地域包括
支援センター
（包括）
村田　久美子

認知症対応型通
所介護における
家族会の役割と
地域との連携

昭島市高齢者在
宅サービスセン
ター愛全園
（デイ）
加藤　博臣

住民が主体とな
り、社会福祉法
人が後方支援を
担っての地域づ
くり

武蔵野市桜堤ケ
アハウス地域包
括支援センター
（包括）
重松　正行
井口　大也

相互訪問形式に
よる世代間交流
への取り組み

大井在宅サービ
スセンター
（デイ）
吉川　直人

地域の高齢者と
子どもをつなぐ
食育交流を目的
としたコミュニ
ティカフェの取
り組み

千代田区立一番
町特別養護老人
ホーム
（特養）
小林　雪子

自主サークル化
講座がもたらす
心身への影響と
社会的効果

練馬区立豊玉高
齢者センター
（その他）
岩井　季志江
菅野　恵

「医 療・障 害・
福祉」垣根を越
えたネットワー
クについての研
究

養浩荘
（その他）
小山　佳貞

料理教室からは
じまる地域社会
に開かれた身近
な施設になるた
めの研究

偕楽荘
（軽費）
飯田　佳世

＜　休　憩　＞

第11回高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉  in 東京’16」口演発表・ポスター発表スケジュール第11回高齢者福祉実践・研究大会「アクティブ福祉  in 東京’16」口演発表・ポスター発表スケジュール

4

＜　オリエンテーション　＞

　（包括）・・・地域包括支援センターまたは在宅介護支援センター、（居宅）・・・居宅サービス等、（その他）・・・会員併設事業所等

自由観覧時間
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昼食を召し上がっていただきながらセミナーを聴講いただくことができます。
※ランチョンセミナーのみの申込はできません。

「未来をつくるkaigoカフェ」　
～ ICTの活用で介護をとことん楽しむ～
日本全国各地でカフェの輪を拡げている、未来をつくるkaigoカフェ代表高瀬比左子氏を座長に迎
えます。ITやICT、介護ロボットを活用して事務処理の簡略化や業務効率化を図り、介護職員の介
護過程に費やす時間を今まで以上に確保することで、高齢者の在宅生活継続という成果を出すこと
ができる等、介護職員の有能感ややりがいにつながる可能性について、事例を通して考えます。

■座　　　長：未来をつくるkaigoカフェ　　代表　高瀬　比左子　氏
■パネリスト：
　株式会社ケアワーク弥生　ユアハウス弥生　介護職員　森近　恵梨子　氏
　株式会社グッドツリー　　　　　　　　　　代表取締役社長　西原　翼　氏（＋ペッパー君）
　株式会社ビーブリッド　　　　　　　　　　代表取締役　竹下　康平　氏
　株式会社やさしい手笹塚訪問介護事業所　　店長　荒井　あゆみ　氏

「住み慣れた地域で認知症とともに生きる」
～認知症高齢者を支えるための服薬支援～
認知症の方の服薬支援ということをテーマにして、各シンポジストより、それぞれの立場からみる
服薬に関する課題、共有したい情報などをお話いただき、介護スタッフと医療スタッフが、相互に
理解すべきポイント、方法を明確にして、介護と医療がより融合し、認知症の方の適切な服薬に繋
げていくシンポジウムにしたいと思います。フロアーからのご発言も頂ければと思います。

■座　　　　長：医療法人社団至高会　たかせクリニック　理事長　医学博士　髙瀬　義昌　氏
■シンポジスト：（ご発表　各15分）
　医療法人社団桐光会　調布訪問看護ステーション　所長　伊藤　文子 氏
　クオール株式会社　　　　　　　　　　　　　　　  薬局支援本部副本部長 兼 在宅推進部長　薬剤師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千島　巳幸　氏
　株式会社やさしい手祖師谷介護支援事業所　　　　課長　主任介護支援専門員　相川しのぶ　氏
■ディスカッション（25分）
■総　　　　評（10分）：医療法人社団至高会　たかせクリニック　理事長　髙瀬　義昌　氏

主催：株式会社やさしい手
首都圏を中心として全国に訪問介護を主とした在宅介護サービスを展開。
主な居宅介護サービス：訪問介護/定期巡回・随時対応型訪問介護看護/居宅介護支援/デイサービス/訪問入浴
介護/福祉用具貸与・販売/住宅改修/地域包括支援センター（委託事業）/在宅介護支援センター/ショートステ
イ/訪問看護/看護小規模多機能型居宅介護

ランチョンセミナー（昼食付）　11：25～ 12：45　42階・43階
要申込・先着順

先着80名
幕の内弁当付

先着80名
幕の内弁当付

42階　「高尾」

共催：エーザイ株式会社、東京都社会福祉協議会

43階　「スターライト」
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高齢者福祉施設で働くみなさん、
仕事にやりがいを感じていますか？

‘ケア’を学ぶ学生のみなさん、
どんな職員をめざしたいですか？

施設長のみなさん、
職員の活躍を応援できていますか？

トークセッション　15：30～ 17：00　５階

●アクティブ福祉in東京実行委員長賞
　東京における高齢者福祉・介護の向上・発展に資する実践・研究発表に対して、アクティブ福祉in東京
　実行委員長賞を贈呈します。
　賞の発表ならびに表彰式は、当日のトークセッション（15：30～17：00）の中で行います。

●福祉保健局長賞
　各分科会において成績が特に優秀な発表に対し、福祉保健局長賞を贈呈します。
　福祉保健局長賞の発表は、厳正な審査の上、大会終了後に行います。

◆ 優秀演題の表彰ならびに賞の授与について ◆

町亞聖さん × 東京ケアリーダーズ
～チームケアで感じた家族・介護職の底力～

介護の“魅力”や介護職の“力”についてのトークセッションです。

東京ケアリーダーズ
東京都高齢者福祉施設協議会会員施設で
働く、若手介護職員たちです。

　介護の仕事の魅力を多くの人に知って
　もらいたい！！
　次世代を担う人たちに介護の仕事の
　素晴らしさをアピールしたい！！

そんな熱い思いで介護の仕事を応援・ＰＲす
る‘大使’として活躍すべく集まりました。
今大会で任命式を行います。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

町 亞聖さん

フリーアナウンサー
東京都高齢者福祉施設協議会応援アンバサダー

１９９５年日本テレビにアナウ
ンサーとして入社。２０１１年
フリーに転身。
脳障害のため車椅子の生活を送っていた母と過
ごした１０年の日々、そして母と父をがんで亡く
した経験をまとめた著書「十年介護」を小学館文
庫から出版。
医療と介護を生涯のテーマに取材、啓発活動を
続ける。

フリーアナウンサー
東京都高齢者福祉施設協議会
応援アンバサダー 東京の若手介護職員ユニット
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◆ JR新宿駅 西口 下車　徒歩5分
◆ 東京メトロ 丸ノ内線、都営新宿線、京王線、小田急線 新宿駅 下車　徒歩5分
◆ 都営大江戸線　都庁前駅（B1出口）すぐ

交　通　案　内

会　場　案　内　図

株式会社アイフィス 　アクティブ福祉 in 東京’16係
〒112‒0005　東京都文京区水道2‒10‒13

TEL 03-5395-1202　FAX 03-5395-1206

参　加　申　込　先　　<参加申込、参加券、参加費に関する連絡先>

社会福祉法人東京都社会福祉協議会 福祉部 高齢担当
〒162-8953　東京都新宿区神楽河岸１－１

TEL 03-3268-7172　　FAX 03-3268-0635
【E-mail】kourei@tcsw.tvac.or.jp

アクティブ福祉in東京 事務局　　<大会の内容に関する連絡先>


